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●司　　会　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ　河合　英樹君

●ソングリーダー　　　　　　　河合　英樹君

●ロータリーソング  「我等の生業」

●今月の歌　　　　  「春が来た」

●ピアノ　　　　　　中田美由紀さん

（会長挨拶）　　　　　　　　会　長　岡戸　利直君

今日３月１１日は東日本大

震災の発生から３年を迎えま

した。この震災による死者、

行方不明者は１８，５２０人、

避難生活を苦にした自殺者な

どの「震災関係死」は２，９

１６人（２０１３年９月）と

報じられています。復興庁に

よると、避難者は全都道府県

に分散していますが、現在被災三県（岩手、宮城、福島）

のプレハブ仮設住宅で暮らす人は約９万７千人おり、そ

の方々が安心して暮らせるように、地方自治体が建設す

る復興公営住宅の建設は、被災三県で約２万９千戸計画

されています。しかし用地買収などが難航し、計画の内

完成したものは３％強の９３０戸のみです。プレハブ仮

設住宅で暮らしている人にとっては、まだ先が見えてい

ない状況です。今でも国内のみならず、世界から被災地

に多くの支援が寄せられていますが、私たちロータリー

も意義ある奉仕を継続していきたいと考えています。

２７６０地区において、Eクラブを設立するために田

中ガバナーが精力的に行動されています。Eクラブとは

例会をウェブサイト上で開く事を除けば、基本的にほか

のロータリークラブと変わりありません。概要について

は、皆さんに配布した資料に記載された内容により、３

月中にRIに申請し６月中の設立を目指しております。

Eクラブについては、RIにおいて６年間の試験的プロ

グラムを経て、２０１０年６月から国際ロータリーの正

式な加盟クラブとすることを認めました。

新しいEクラブを結成の時は、地区ガバナーがその責務

者となる事がRI細則に記載されています。地区ガバナー

は、地区内のEクラブが２つを超えないことを確認しな

ければならないとありますが２７６０地区での設立は初

めてです。

国内のEクラブは６クラブあります。ロータリー Eクラ

ブ・サンライズ　オブ　ジャパン、日本ロータリー Eク

ラブ２６５０、泉州KUMATORIロータリーEクラブなどです。

メークアップの方法は、クラブにより多少の違いはあ

りますが、たとえば

１　ホームページ上の参加時間は３０分以上とする。

２　議題に対し、３００～１０００文字以上の意見を投

　　稿する。

３　ビジターフィー（メークアップ証明書）は５００円

　　から１０００円。

４　支払いはクレジットカード。

　　などです。

ロータリー活動の原点は、例会に出席することです。

出席率１００％を目指してクラブ活性化に取り組む観点

からすれば、RIと地区が承認するEクラブを利用したメ

ークアップは１つの方法でもあります。このことは賛否

両論になると思います。今後、特別委員会を設け、理事

会において慎重審議してまいります。

（幹事報告）　　　　　　　　 幹　事　鈴木　宏司君

①卓話担当予定表の件

②３/18例会休み　３/20半田ロータリー合同例会件

（委員会報告）

●出席委員会
　第1632回例会　３月11日（火）　天気（晴）

　本日の例会は30名の出席にて、出席率は75.00％です。

なお、前々回は７名のメーキャップにて89.74％に訂正

します。

●Smiling Box
加藤　金吉君　石川さん、山本さん、日頃お世話になっ

ている奥様のために、協力体制すばらし

かったです。

石川　勝彦君　今日で東日本大震災から丸３年。復興の

春が一日でも早く訪れる日々を祈ります。

榊原　　肇君　結婚祝、誕生祝ありがとうございます。

多忙な毎日を送っていますが、心を忘れ

ないよう心がけなくてはと思っています。

鈴木　宏司君　今月より復帰しました。先週はすっかり

忘れていました。これも後遺症かも？

山本　慎治君　本日、卓話です。よろしくお願いします。

早退します。　竹内　　靖君　　川澄　哲裕君

合計７名　15,000円　
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スピーカー　　山本　慎治君

演　　　題　　「厚生保護就労支援」について

（次回例会）

　第1634回例会　RCC活動報告会

　３月25日(火)　於　半田商工会議所
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